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ヒーミー オレンジの向日葵

“Hymy(ヒーミー)”とは、フィンランド語で“笑顔”です。

ミンナでの日々の笑顔が皆様にも届きますように！

花言葉：「未来を見つめて」

ボランティア活動センターこくぶんじからの依

頼を受け、今年は3名の方に来ていただけました。

7/29㈫、グループホームに中学1年生のお二人が

入っていくと、皆さんお孫さんを迎え入れるよう

な表情をされていました。トランプやかるたをし、

お話を聞いたり食器洗いのお手伝いをして戴きま

した。体験前と体験後の介護施設に対する思いは

違ったようですが、1日を通して「いい体験をし

ました。」との感想を戴きました。

また8/13㈬はクラブ活動の送迎や見守りの体験

でした。2階からラウンジへの移動は手があると

職員も助かります。“だいぶ前に扱ったことがあ

る程度”とのことでしたが、ご利用者を車椅子で

お連れして一緒に体操を楽しみ、特養の各お部屋

まで送って頂きました。“ひとりひとりに合わせ

た会話や対応をされているところ”を「プロの

姿」と捉えてくださいました。

夏休み期間を利用して、週に1度小学生も来てくれました。

手先の器用なところを生かして、これから秋に向けての大作

をご利用者の皆さんと作って頂きました。形に合わせて切る

方、話をしながら花の位置を考えている方、作業を見守る方

等思い思いの参加でしたが、傍にいて下さる小学生さんがと

ても頼もしく感じました。
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引き続き、ご利用者とお散歩いただける方・ご利用者のレクリエーションを一

緒に楽しんでくださる方・ご利用者の服のほつれやボタン付けして下さる方・畑補

助(草取り)して下さる方を探しています。 興味のある方は是非お声掛け下さい。

皆様の力が「地域の力」「施設の風」となります。

ご登録お待ちしています。

花言葉：「未来を見つめて」

大きくなっても

柔らかいオクラ

今年の納涼祭は諸事情により、規模を縮小

し、また雨も予想されていたので、屋内での

静かな開催となりましたが、企画＆準備にリ

ハーサルや提灯が飾られると雰囲気が増して

いきました。社協からお借りしたわたあめ機

も好評でした。浴衣や甚平を着た方々が集ま

り、焼鳥や焼きそば、チョコバナナが並び、

集まった方々とホッ

と一息楽しい時間を

共有することが出来

ました。

納
涼 祭 25’

今年の夏野菜には西瓜が加わりま

した。中玉と大玉で形や色も良く、

とても甘くて瑞々しい西瓜が獲れま

した♡トマトもプチ・中玉・大玉を

丸ごと冷やして食べたり、赤紫蘇を

ジュースにしたり夏バテ予防にバジ

ル料理をしたりと様々に戴きました。

白い南瓜に大きくなっても柔らかい

オクラ、秋に収穫予定の落花生にさ

つま芋と、畑ボランティアさんの

日々の活動に感謝です。

㈬はクラブ活動の送迎や見守りの体験


